一 万 葉び と —— 琉球人 

古代の 歴史 は、 事実の 記憶から 編み出され たもので 

力 力 

はない。 神人に 神憑りした 神の、 物語った 叙事詩から 

生れて きたので ある。 いわば 夢語りと も 言う べき 部分 

の 多い 伝えの、 世 を 経て 後、 筆録 せられた ものに 過ぎ 

力た リベ 

ない。 日本の 歴史 は、 語部と 言われた、 村々 国々 の 神 

の 物語 を 伝誦す る 職業 団体の 人々 の 口頭に、 久しく 保 

存 せられて いた 律文が、 最初の 形であった。 これ を 散 

文化して、 文字に 記した のが、 古事記. 日本 紀 その他 

の 書物に 残る 古代史な ので ある。 だから 成立の 始め か 



る わけがなかった ので ある。 

私 は いわゆる 有史 以 後奈良 朝 以前の 日本人 を、 

マ ン ネフ ビト ならわ 

万 葉 人と 言い 慣 してきた。 万葉集 は ほぼ、 日本 民族 

が 国家 意識 を 出し かけた 時代から、 その 観念の 確立し 

たころ までの 人々 の 内 生活の 記録と も 見る ベ きもので 

ある。 この 期間の 人々 を、 精神 生活の 方面から 見た 時 

の 呼び名と して、 恰好な ものと 信じて いる。 古事記- 

日本 紀. 風土記の 記述 は、 万 葉 人の 生活なら びに、 若 

干 は、 それ 以前の 時代の 外 生活に 触れて いる。 ここに 

万葉集 を 註釈と し、 さらにい ま 一 つ 生きた 註釈 を 利用 

する 便宜が 与えられて いる。 



万 葉 人の 時代に は 以前と もに 携えて 移動して きた 同 

民族の 落ちこぼれ として、 途中の 島々 に 定住した 南 島 

の 人々 を、 すでに 異郷 人と 考え だしていた。 その 南 島 

のち 

定住者の 後なる 沖 網 諸島の 人々 の 間の、 現在 亡び かけ 

ている 民間伝承 によって、 わが 万 葉 人 あるいは それ 以 

前の 生活 を 窺う ことので きる の は、 実際 もっけの 幸と 

も 言う ベ き、 日本の 学者に のみ 与えられた 恩賫 である _ 

沖繩人 は、 百 中の 九十 九まで は 支那 人の 末で はない。 

我々 の 祖先と 手 を 分つ ようになった ころの 姿 を、 今に 

多く 伝えて いる。 万 葉 人が 現に 生きて、 琉球 諸島の 上 

に、 万 葉 生活 を、 大正の 今日、 我々 の 前に 再現して く 



れ ている わけなの だ。 

一 一 君主 II 巫女 

大 化の 改新の 一 つの 大きな 目的 は、 政教分離 にあつ 

た。 そう 言うよ り は、 教権 を 奪う ことが、 政権 を もと 

りあげる ことになる というと ころに 目 を つけたの が、 

この 計画者の 識見の すぐれてい たこと を 見せて いる。 

村の 大きな もの、 郡の 広さで 国と 称した 地方 豪族の 

根拠地が、 数え きれない ほどあった。 国 と言うと、 国 

郡 制定 以後の 国と 紛れ やすい ゆえ、 いまこれ を 村と 言 



うてお こう。 村々 の 君主 は、 しだいに 強い 村の 君主に 

従えられて ゆき、 村々 は 大きな 村の 下に 併合 せられて 

いって、 大きな 村の 称する 国名が、 村々 を も 籠め てし 

あきつしま しきし ま やまと 

まう ことにな つた。 秋 津洲. 磯城 島と 倭、 みな 大和 平 

原に おける 大きな 村の 名であった。 他の 村々 の 君主 も、 

大体に おいて、 おなじような 信仰 組織 を 持って、 村 を 

統べて いた。 倭 宮廷の 勢力が、 村々 の 上に 張って くる 

と、 事大の 心持ちから、 自然にい よいよ 似よ つた もの 

にな つ てきた であろう。 

村の 君主 は 国 造と 称せられた。 後になる ほど、 

政権の 含蓄が この 語に 乏しくなって、 教権の 存在 を 



理 とも、 象徴と もなる ことので きる 者であった。 神主 

と 国 造と は、 ほとんど 同じ 意義に 使われて いる こと も 

多い くらいで ある。 村の 神の 威力 を 行使す る ことので 

きる 者が、 君主と して、 村人に 臨んだ ので ある。 村の 

君主の 血縁の 女、 娘. 妹. 叔母な どい う 類の 人々 が、 

国 造と 国 造の 神との 間に 介在して、 神意 を 聞いて、 君 

主の ために、 村お よび 村人の 生活 を 保つ さまざまの 方 

法 を 授けた。 その 高級 巫女の 下に、 多数の 采女 という 

下級 巫女が いた。 

そなわ 

この 組織 は、 倭 宮廷に も備 つていた。 神主なる 天 

いっきの みこ 

子の 下に、 神に 接近して 生活す る 斎 女王と いふ 高級 巫 



であった こと も あるので ある。 魏志 倭人 伝の 邪 馬 台 国 

の 君主 卑弥呼 は 女性で あり、 彼の 後継者 も 女児で あつ 

た。 巫女と して、 呪術 を もって、 村人の 上に 臨んで い 

たので ある。 が、 こうした 女 君 制度 は、 九州の 辺土に 

は 限らなかった。 卑弥 呼と 混同せられ ていた 神 功 皇后 

も、 最高 巫女と しての 教権 を もって、 民 を 統べて いら 

れた 様子 は、 日本 紀を 見れば 知られる ことで ある。 万 

葉 人の 時代で も、 女帝に はこと に、 宗教 的 色彩が 濃い 

ようで ある。 喜 田 博士が 発見 せられた 女帝 を 

ナカ ッス メラ ミコ卜 

中 天皇 (万 葉に は中皇 命) と言うの も、 博士の 解説 

のように 男 帝へ の 中継ぎの 天子と いう 意で なく、 宮廷 



神と 天子との 中間に 立つ 一 種の すめら みことの 意味ら 

しく ある。 古事記 • 日本 紀には 天子の 性別に ついても、 

古い ところでは 判然せ ない 点が ある。 そういう ところ 

は、 すべて 男性と 考え やすいの であるが、 中 天皇の 原 

形なる 女帝が なお 多く あらせられ たので は あるまい か。 

沖緦 では、 明治の 前まで は 国王の 下に、 王族の 女子 

キ n ェゥ フ キミ 

あるいは 寡婦が 斎 女王 同様の 為 事 をして、 聞 得 大君 (ち 

しょ ラ 

ふ いぢん) と言うた。 尚 家の 中途で、 皇后の 下に 位 ど 

られる ことにな つたが、 以前 は沖緦 最高の 女性で あつ 

た。 その 下に 三十 三 君と いうて、 神事 関係の 女性が あ 

る。 それ は 地方 地方の 神職の 元締めの ような 位置に い 



る 者であった。 その 下に 当る のろ (祝 女) という、 地 

方の 神事 官吏なる 女性 は 今 もい る。 その また 下に その 

地方の 家々 の 神に 事え る 女の 神人が いる。 この 様子 は、 

まう ふ つ 

内地の 昔 を髡髴 させる ではない か。 沖緦 本島で は 聞 得 

大君 を 君主と 同格に 見た 史実がない。 が、 島々 の 旧記 

に は その 痕跡が 残って いる。 

三 女 軍 

万 葉お よび 万 葉 以前の 女性と さえ 言えば、 すぐれて 

くちど 

早く 恋 を 知り、 ロ迅に 秀歌 を 詠んだ ものの ように 考え 



である。 巫女に して 君主と いった 場合 は、 もちろん 前 

の 場合で あろうが、 軍将の 妻なる 巫女の 場合に は、 後 

の 形 をと つたこと と 思われる。 

神武 天皇の 大和の 宇陀 を 伐 たれた 際に は、 敵の 

ェシキ 才 トシ キ ヲィ クサ メイ クサ 

兄 磯城 • 弟 磯城の 側に も、 天皇の 方に も、 男 軍. 女 軍 

が 編成せられ ていた。 「いくさ」 という 語の 古い 用語 

例 は 軍人 • 軍隊と いう 意で ある。 軍勢に 硬軟の 区別 を 

やさがた 

立てて、 軍備え をす る わけ もない から、 優形の 軍隊と 

いった ふうの 譬喩 表現と 見る 説 はわる い。 やはり 素朴 

に、 女 軍人の 部隊と 説く 考えが、 ほんとう である。 巫 

女の 従軍した 事実 は 際限な く ある ことで、 皆 戦場に お 



沖 網の 記録 を 見る と、 三百 年 前まで は、 巫女 従軍の 

事実 はしばしば 見えて いる。 離島 方面で は、 島々 の 小 

ぜり 合いに、 こうした 神意の 戦争が、 近年まで くり 返 

されて いた ことと 思われる。 

四 結婚 II 女の 名 

「妻 覓ぎ」 という 古語 は、 一 口に 言えば 求婚で ある。 

厳格に 見れば、 妻 探しと いう ことになる。 これと 似た 

用語 例に ある 語 は 「よば ふ」 である。 竹 取 物語の 時代 

になる と、 すでに 後世 風な 聯想の あった ことが 見えて 



いろいろの 名 を 持った 神で ある。 名 を 人格の 一部と 見 

て、 本名 を 知れば、 呪咀 など も 自在に 行う ことができ 

る ものと 見たところから、 なるべく 名 を 周知 させぬ よ 

うにした ので ある。 男 は それで はと おらぬ 時代に なつ 

て も、 女 は 世間 的な 生活に 触れる ことが すくなかった 

ため、 久しく、 この 風 は 守りお おせた ものである。 平 

安 朝の 中 末の ころに なっても、 やはりそう であった よ 

うで ある。 

万 葉 (巻 十二) に 「たらち ねの 母が よぶ 名 を 申さめ 

ど、 道行く 人 を 誰と 知りて か」 という 歌の あるの は 『あ 

なた は、 自分の 名 も 家 も 言わない じゃありません か。 



あなたが おっしゃれば、 母が 私に よびかける 私の 名 を 

ば、 おあかし も 申しましょう が、 行きす がりの 人と し 

ての あなた を、 誰と も 知らずに 申されましょう か。』 と 

いうので ある。 兄弟に も 知らせない 名、 母 だけが 知つ 

ている 名 父 は 知つ ている にしても こうした 言い方 

はする。 しかし、 母 だけの 養い子の 時代 を 考える と、 

父母 同棲の 後 も そんな こと もなかつ たと は 言えな い I 

I その 名 を、 他人で 知っている というの は 夫 だけで あ 

る。 女が 男に 自分の 名 を 知られる こと は、 結婚 をす る 

という ことになる。 だから、 男 は 思う 女の 名 を 聞き出 

あずまび と 

す ことに 努める。 錦 木 を 娘の 家の 門に 立てた 東 人と 



人 か 子 を 産んで 後、 ついに 出されて 戻った 妻 もあった。 

そうなる と、 子 は 父の 手に 残り、 母 は 異郷に ある わけ 

である。 子から 見れば、 そうした 母の いる 外 族の 村 は、 

言おう 様な く 懐し か つたであろう。 夢の ような 憧れ を 

よせた 国の 俤は、 だんだん 空想せられ ていった。 結婚 

法が 変 つ た 世に な つても、， J の 空想 だけ は 残 つていて 

「妣が 国」 という 語が、 古代 日本人の 頭に 深く 印象した。 

妣は祀 られた 母と いう 義 である。 また 古伝説に も、 死 

んだ妣 の 居る 国と いう ふうに 扱うて いるが、 この 語 を 

使った 名高い 僅かな 話が、 亡き母に 関聯して いるた め 

であろう。 この 語 は 以前 私 も、 日本人 大部分の 移住 以 



前の 故 土 を、 譬喩 的に 母なる 国土と したの だと 考えて 

いたが、 そうで はない。 全然 空想の 衣 を 着せられて 後 

は、 恋しい 母の 死んで 行って いる 所と いう ふうに 考え 

られ たで あろうが、 意義よりも 語の 方が 古いので ある。 

こういつ た 結婚 法が やはり だんだんと 見えて いる。 

奪掠 婚 というが、 これ は 近世ば かり か、 今 も、 その 

形式 は 内地に も 残って いる。 ただ 古代の 奪掠 法と も 見 

える 結婚の 記録 も、 巫女 生活の 記念と いう 側から 見る 

と、 そう 一概に も 定められぬ ところが ある。 景行 天皇 

クヽリ ミヤ おとひめ 

に 隙 見せられた 美 濃 ノ国泳 ノ宫ノ 弟 媛 (景 行紀) は、 

天子に 迎えられた けれども、 隠れて しもうて 出て 来な 



ャサカ イリ ヒメ 

い。 姉 八 坂 入 媛 をよ こして 言う に は 「私 はとつ ぎの 道 

を 知りません から」 というの である。 

イナ ミオ ホイ ラッメ 

おなじ 天皇が、 日本 武 尊ら の 母印 南 大郎女 (播磨 風 

ち と 

土 記) の 許に 行かれた 際、 大郎女 は 逃げて 逃げて、 加 

古川の 川口の 印南 都 麻と いう 島に 上られた。 ところが 

川岸に 残した 愛犬が、 その 島に 向いて 吠えた ので、 そ 

こに 居る ことが 知れて、 天子が 出向いて 連れ 戻られた。 

印南の 地名 は、 隠れる. ひっこ もるな どの 意の 「いな 

む」 という 語の 名詞 形から 出た の だとい ふ。 島の 名 も、 

かくれ 妻と いう 意 だと ある。 「いなみ づま」 言い かへ 

れば、 逃婚 という ことになる。 奪掠 婚 に対して、 逃走 



ォ タケ かく 

出て、 森 や 神 山 (御嶽と 言う) や 岩窟な どに 匿れ て、 

夜 は 姿 も 見せない。 昼 は 公然と 村に 来て、 嫁入り 先の 

カァ はこ 

家の 水壺を 満たす ために、 井の 水 を 頭に 載せて 搬んだ 

力 タラ 

りする。 男 は 友 だち を談 うて、 花嫁の ありか をつ き 

とめる ために、 顔色 も 青くなる まで 尋ね 廻る。 もし、 

三日 や 四日で 見つかる と、 前々 から 申し 合せて あった 

ものと 見て、 二人の 間 がら は、 島人 全体から 疑われる 

つま はじ 

ことになる。 もちろん 爪弾き をす るの だ。 長く 隠れお 

ゥ チマ 

おせた ほど、 結構な 結婚と 見なされる。 「内 間 まか」 と 

言い、 職名 外 間 祝 女と 言われて いる 人な ど は、 今年 七 

十七 八で あるが、 嫁入りの 当時に、 七十 幾日 隠れと お 



は、 妻覓 ぎに 該当する 「とじ • かめ ゆん」 (妻 捜す) 「と 

もとめ 

じ • とめゆん」 (妻覓 る) などい う 語で、 結婚す る 意 

を 示す ことで ある。 

また この 島で は、 十三 年に一度 新 神人の 就任式の よ 

うな ものが ある。 神人なる 資格の 有無 を 試験す る こと 

が、 同時に 就任式の 形になる ので ある 「いざい ほふ」 

という 名称で ある。 同時に、 二人の 夫 を 持って いるよ 

うな ことが ないか を 試験す るので、 七つ 橋と いう 低い 

橋の 上 を 渡らせる。 この 貞操 試験 を 経て、 神人と なる 

とともに、 村の 女と しての 完全な 資格 を 持つ わけで あ 

る。 何でもない 草原の 上の 仮橋から 落ちて、 気絶した 
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